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コンパクト電波銀河PKS B1934-63
X-shooter(UVB, VIS, NIR)で分光観測
warm電離ガスのoutflow
➢ サイズ・密度・outflow rate・効率
coldガスがない
➢ outflowの進化過程を考える

輝線を4成分に分解
➢ Double peakをもつ
密度推定(trans-auroral)
➢ Broad成分が高密度

視線速度のpeak position
✓ |v|<250はS字
➢ Narrowはディスク
✓ |v|>250は一定
➢ Broadはアウトフロー
➢ 半径が~60pc

BPTで励起診断
✓ いずれの成分もAGN (or LINER)
➢ narrowは光電離、broadはshock
Broadについて
• [OIII]輝線比とHe II/Hβ⇒高い温度
• [FeII]/Paβ~1.4
➢ Shock励起

水素分子ガス・水素原子ガスの確認
✓ 水素分子輝線・21cm
➢ outflowの証拠は無い

Cold gas outflowの起源
✓ ジェットの年齢順に並べる
• 若いジェット⇒電離ガスのみ
• 中間的なジェット⇒電離ガス・coldガス
• 古いジェット⇒coldガスのみ
➢ ジェットに伴うshockでISMが加熱される
➢ Shockが通過した後に冷えて、原子・分子ガスになる


